
様式第２号（第６条関係） ＜記載例＞

*1 (1)、(2)、(3)のいずれかに○印をつけてください。

*2 漁業関係者のみ記入してください。

*3

委員候補者 氏　名　　　　○○　○○ 印

　

委員候補者 氏　名　　○○　○○ 印

京都海区漁業調整委員応募書

要領第３条

の内訳
　(1) 漁業者・漁業従事者　　　　(2) 学識経験者　　　　(3) 利害関係のない者    ＊1

ふりがな ○○○　○○○ 性　別 生年月日（年齢）

氏　　名 ○○　○○ 男・女 昭和○○年○○月○○日（○○歳）

住　　所

 　( 〒 ○○○ － ○○○ ）

京都府○○○市○○町○○丁目○番地

電話

番号

(自宅)

(携帯)

自宅　○○○－○○○－○○○

携帯　○○○－○○○－○○○

職　　業 ○○○○ 勤務先

名称　　○○○○○漁業協同組合

住所（〒 ○○○ ― ○○○○ ）

京都府○○○市○○町○○丁目○番地

H○○年○○月　～　H○○年○○月　　○○○○に就業

H○○年○○月　～　H○○年○○月　　○○漁業協同組合理事

R○○年○○月　～　現在　　○○漁業協同組合代表理事組合長

漁業経営の

状況　
＊２

 漁業者又は漁業従事者　
＊３ 主たる漁業種類

３ヶ年平均

水揚状況

年間操業

日数
経験年数

　　・漁業者

役職・

経歴・

資格等

（現役職名）

○○○○漁業協同組合理事

（資格等）

H○年○月　小型船舶操縦士免許（１級）

（主な経歴を御記入ください）

S○○年○○月　～　S○○年○○月　　○○学校卒業

 （2）破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者

底引漁業 ○○○○ ○○日 ○○年
　　・漁業従事者

漁業法第138条第5項に定める区域内に住所又は事業所を有し、1年間に90日以上、漁業を営み、

又は漁業者のために行う水産動植物の採捕若しくは養殖に従事する者。

「漁業者」か「漁業従事者」のどちらかに○印をつけてください。

※推薦を受ける者の資格の確認（該当しない場合は、□にレ点を記入してください。）

□ 私は、以下のいずれにも該当しません。

 （1）公募開始月の初日において年齢満18歳未満の者

　 又漁業従事者であるか否かの別について京都府ホームページ等で公表されること。

 （3）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者

 （4）京都府議会の議員

 （5）京都府暴力団排除条例（平成22年京都府条例第23号）第2条第4号に規定する暴力団員等

　　京都府知事　様
令和○ 年○○月○○日

　　　　　京都海区漁業調整委員会委員に応募します。

※現住所のわかるものを添付して御提出ください。（免許証、パスポート、保険証等の写し）

京都海区漁業調整委員候補者同意書

　京都海区漁業調整委員会委員の募集に伴う推薦書の提出にあたり、下記のことについ
て同意します。

記

1　氏名、職業、年齢、性別、役職・経歴・資格等、漁業の経営状況、応募理由、漁業者

　  京都府知事　様

令和○年○○月○○日



応  募  理  由　

※ 様式自由。２００文字程度で御記入ください。


